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　2026年５月14日に公表いたしました2027年３月期第２四半期（中間期）連結累計期間（2026年４月１日～

2026年９月30日）業績予想値と実績値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。

　また、2027年３月期通期（2026年４月１日～2027年３月31日）の連結業績予想につきましても、下記のと

おり修正いたしましたのでお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　記

1． 2027年３月期第２四半期（中間期）連結累計期間業績予想値と実績値の差異（2026年４月１日～2026年９月30日）

12,000 △ 20 0.00
11,722 94
△ 278 114
△ 2.3 -

11,786 △ 221

２． 2027年３月通期連結業績予想値の修正　（2026年４月１日～2027年３月31日）

25,600 140
24,800 40
△ 800 △ 100
△ 3.1 △ 71.4

23,756 317

３． 差異及び修正の理由
　当中間連結会計期間の売上高につきましては、2025年10月に策定した「事業再構築計画」に基づく７つ
の施策を推進してまいりました。加工食品事業において、高付加価値商品である「MIRAI」の販売は好調
に推移したものの、不採算商品の整理および適正な価格転嫁による採算性改善を進めた結果、生産量・
販売量が減少し、前回予想を下回る結果となりました。
　利益面につきましては、営業利益および経常利益は、原材料価格の高騰に加え、物流費、人件費、エ
ネルギー費等の各種コストの上昇ならびに借入金利の上昇が影響し、前回予想を大幅に下回る結果とな
りました。また、親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、特別利益として投資有価証券売却益
472百万円を計上したことから、前回予想を上回る結果となりました。

　通期業績につきましては、「事業再構築計画」における７つの施策に加え、業務提携先との各種取組み
も着実に進捗しており、収益構造は徐々に改善しております。これらの施策効果につきましては、第３四
半期以降、本格的に発現するものと見込んでおります。しかしながら、当中間連結会計期間までの業績
動向を踏まえ、通期連結業績予想を上記のとおり修正いたします。

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の
　 業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

2026年11月13日

会 社 名
代 表 者 名

問 合 せ 先

2027年３月期第２四半期（中間期）連結累計期間業績予想値と実績値の差異

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

1株当たり
中間純利益

増　　減　　率　（％） － －

前回発表予想 （Ａ） 0 △ 10
実　　績　　値　（Ｂ） △ 352 △ 357 28.38
増　　減　　額　（Ｂ－Ａ） △ 352 △ 347

（ご参考）前期第２四半期実績

（2026年３月期第２四半期） △ 404 △ 397

前回発表予想　（Ａ） 160 140 41.96

△ 66.35

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

今回発表予想　（Ｂ） △ 470 △ 490 11.99
増　　減　　額　（Ｂ－Ａ） △ 630 △ 630
増　　減　　率　（％） － －
（ご参考）前期実績

（2026年３月期） △ 794 △ 792 95.07

以　　上


